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図 1は,空電波形の解析から得られた,東- 西伝播の減衰率と西→ 束伝播のそれと
東伝播のそれとの差の周波数依存性を示 しており,図2は,台風から出る空電を,夷と酉
とで同時観測した結果から得られた減衰率をあらわしている｡この2つの図は,測定され
た全周波数範囲にわたって,西 → 東伝播の方が東 → 西伝播より減衰を受けにくいとい
うRoundetal,Crombieの結果 と一致する結果を示している｡図3は,周波数精密
比較, timekeeping,電波航法等の目的のため,きわめて高い周波数安定度で送信され
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この図は onが無視 し得ない大きさをもつことを示 しているO
図4-a 図4-b












図 6-b 反射係数の入射角依存僅 (Barberetal,1959)｡也け/7Ee2-1,a,鶴/7re2-0.5 と
とっている｡入射角が大きい時には,西一束伝播に対する反射係数が大きくなる｡
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図6-C 反射係数の周波数依存性 (Barberetal,1959)oBe-5×106/see, 7re-106/seG,
y-107/see,ei-78.50 ととっている｡
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図 7･電気伝導度の高度分布(Gelejs,1964)｡ 夜の電離層モデルから,周波数 16kHzに
対 して計算 されたもの｡
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